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(57)【要約】
【課題】本発明は、画素電極と、画素電極に駆動電圧を
印加するトランジスタと、トランジスタにゲート電圧を
供給するゲート線駆動回路を含み、画素電極に印加する
駆動電圧をゲート線駆動回路によってトランジスタを介
して反転駆動する表示装置、電子装置、システムに関し
、フリッカを低減できる表示装置、電子装置、システム
を提供することを目的とする。
【解決手段】本発明は、画素電極と、画素電極に駆動電
圧を印加するトランジスタと、トランジスタにゲート電
圧を供給するゲート線駆動回路を含み、画素電極に印加
する駆動電圧をゲート線駆動回路によってトランジスタ
を介して反転駆動する表示装置であって、ゲート線駆動
回路は一方の駆動電圧でトランジスタを駆動する第１の
駆動状態と他方の駆動電圧でトランジスタを駆動される
第２の駆動状態とで前記ゲート電圧の電位を異ならせる
ことを特徴とする。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
画素電極と、画素電極に駆動電圧を印加するトランジスタと、前記トランジスタにゲート
電圧を供給するゲート駆動回路を含み、前記画素電極に印加する駆動電圧を反転駆動する
表示装置であって、
　前記ゲート駆動回路は、一方の駆動電圧で前記トランジスタを駆動する第１の駆動期間
と他方の駆動電圧で前記トランジスタを駆動される第２の駆動期間とで前記ゲート電圧の
基底電位を異ならせる表示装置。
【請求項２】
前記ゲート駆動回路は、一方の駆動電圧で前記トランジスタを駆動する第１の駆動期間と
他方の駆動電圧で前記トランジスタを駆動される第２の駆動期間とで前記ゲート電圧の最
大電位を異ならせる請求項１記載の表示装置。
【請求項３】
前記ゲート駆動回路は、前記一方の駆動電圧を供給するゲート電圧生成回路と、
　前記ゲート電圧生成回路で生成された前記一方の駆動電圧を前記他方の駆動電圧にシフ
トするレベルシフト回路と、
　前記第１の駆動期間で前記ゲート電圧回路から出力された前記一方の駆動電圧を出力さ
せ、前記第２の駆動期間で前記ゲート電圧回路から出力された前記一方の駆動電圧を、前
記レベルシフト回路により前記他方の駆動電圧にシフトさせて出力するスイッチ回路とを
有する請求項１記載の表示装置。
【請求項４】
請求項１乃至３のいずれか一項記載の表示装置を含む電子装置。
【請求項５】
請求項３記載の電子装置を含むシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は表示装置、電子装置、システムに係り、特に、画素電極と、画素電極に駆動電
圧を印加するトランジスタと、トランジスタにゲート電圧を供給するゲート駆動回路を含
み、画素電極に印加する駆動電圧を反転駆動する表示装置、電子装置、システムに関する
。
【背景技術】
【０００２】
　薄型、低消費電力の観点から、コンピュータ、携帯電話などの表示装置として液晶表示
装置が用いられている。
【０００３】
　画素電極への電圧の印加をＴＦＴ（thin film transistor）を用いたアクティブマトリ
ックス方式の液晶表示装置では、画素電極とデータ線との間にＴＦＴを配置し、ゲート線
によりＴＦＴをスイッチングして、データ線に印加された電圧を画素電極に供給している
（例えば、特許文献１参照）。
【０００４】
　液晶表示装置では、寿命を延ばすため、液晶が一方向にだけ旋回しないように画素電極
とコモン電極との間に印加される電圧を、例えば、フレーム毎に反転させ、液晶に印加す
る電圧をフレーム毎に反転させている。また、このとき、例えば、同じフレームで、ライ
ン毎に反対の電圧が液晶に印加されるように制御している。
【０００５】
　図６は従来のゲート線駆動方法の一例を説明するための図を示す。図６（Ａ）は第１の
液晶状態、図６（Ｂ）は第２の液晶駆動状態における画素に印加する電圧を制御するため
のＴＦＴのゲート電圧Ｖg、ドレイン電圧Ｖd、ソース電圧Ｖsの状態を示している。
【０００６】
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　従来のゲート線駆動方法は、図６に示すようにゲート電圧Ｖgは第１の液晶駆動状態と
第２の液晶駆動状態とによらず固定であった。このため、図６（Ａ）に示す第１の液晶駆
動状態においてＴＦＴのオフのときにゲート電圧Ｖgが基底電圧Ｖglとなると、ゲート電
圧Ｖgの基底電圧Ｖglとドレイン電圧Ｖdとの差は２．３Ｖであるが、図６（Ｂ）に示す第
２の液晶駆動状態においてＴＦＴのオフのときにゲート電圧Ｖgが基底電圧Ｖglとなると
、ゲート電圧Ｖgの基底電圧Ｖglとソース電圧Ｖsとの差が７．５Ｖに拡大する。これによ
って、第１の液晶駆動状態と第２の液晶駆動状態とでＴＦＴのオフ電流Ｉoffに差が生じ
る。
第１の液晶駆動状態と第２の液晶駆動状態とでＴＦＴのオフ電流Ｉoffの差が液晶表示装
置の画質を劣化させる原因の一つであり、画面をちらつかせる原因であるフリッカという
現象が発生していた。
【特許文献１】特開２００７－１８８０７９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は上記の点に鑑みてなされたもので、フリッカを低減できる表示装置、電子装置
、システムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、画素電極と、画素電極に駆動電圧を印加するトランジスタと、トランジスタ
にゲート電圧を供給するゲート駆動回路を含み、画素電極に印加する駆動電圧を反転駆動
する表示装置であって、ゲート駆動回路は一方の駆動電圧でトランジスタを駆動する第１
の駆動期間と他方の駆動電圧でトランジスタを駆動される第２の駆動期間とで前記ゲート
電圧の基底電位を異ならせることを特徴とする。
【０００９】
　また、ゲート駆動回路は、一方の駆動電圧でトランジスタを駆動する第１の駆動期間と
他方の駆動電圧でトランジスタを駆動される第２の駆動期間とでゲート電圧の最大電位を
異ならせることを特徴とする。
【００１０】
　さらに、ゲート駆動回路は、前記一方の駆動電圧を供給するゲート電圧生成回路と、ゲ
ート電圧生成回路で生成された前記一方の駆動電圧を前記他方の駆動電圧にシフトするレ
ベルシフト回路と、第１の駆動期間でゲート電圧回路から出力された一方の駆動電圧を出
力させ、第２の駆動期間でゲート電圧回路から出力された一方の駆動電圧を、レベルシフ
ト回路により他方の駆動電圧にシフトさせて出力するスイッチ回路とを有することを特徴
とする。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、画素電極に駆動電圧を印加するトランジスタのゲート電圧の基底電圧
を、一方の駆動電圧でトランジスタを駆動する第１の駆動期間と他方の駆動電圧でトラン
ジスタを駆動される第２の駆動期間とで異ならせることにより、第１の駆動期間と第２の
駆動期間とで、トランジスタのゲート－ソース間電圧、あるいは、ゲート－ドレイン間電
圧の変動を小さくでき、よって、フリッカを低減できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　図１は本発明の一実施例のシステム構成図を示す。
【００１３】
　本実施例では表示装置として液晶表示装置１００を例に説明を行う。
【００１４】
　液晶表示装置１００は、アクティブマトリクス方式の液晶表示装置であり、表示部１１
１、ゲート線駆動回路１１２、データ線駆動回路１１３、インタフェース回路１１４を含



(4) JP 2009-222777 A 2009.10.1

10

20

30

40

50

む構成とされている。
【００１５】
　図２は表示部１１１の要部の構成図を示す。
【００１６】
　表示部１１１は、下部ガラス基１２１上に直接、あるいは、保護膜などを介して画素電
極１３１、ＴＦＴ（thin film transistor）１３２、ゲート線１３３、データ線１３４が
マトリクス状に形成されている。更に、画素電極１３１、ＴＦＴ１３２、ゲート線１３３
、データ線１３４は、配向膜１３５により覆われている。配向膜１３５は、図示しないス
ペーサを介して上部ガラス基板１４１に対向する。
【００１７】
　上部ガラス基板１４１には、下部ガラス基板１２１に対向する面に共通電極１４２、配
向膜１４３が略全面に亘って形成されている。下部ガラス基板１２１と上部ガラス基板１
４１との間に液晶１５１が封入される。
【００１８】
　ＴＦＴ１３２は、ゲート線１３３にゲート線駆動回路１２３から供給されるゲート電圧
に応じてスイッチングする、ＴＦＴ１３２がオンすることにより、データ線１３４の電圧
が画素電極１３１に印加される。画素電極１３１に印加される駆動電圧によって、画素電
極１３１と共通電極１４２との電位差に応じて液晶１５１の配列が変化して、光学的特性
が変化する。これによって、画素表現を行っている。
【００１９】
　ゲート線駆動回路１１２は、ゲート線１３３を介してＴＦＴ１３２のゲートに接続され
ており、ＴＦＴ２２２をスイッチングする。
【００２０】
　図３はゲート線駆動回路１１２のブロック構成図を示す。
【００２１】
　ゲート線駆動回路１１２は、ゲート電圧供給回路２１１、スイッチ回路２１２、レベル
シフト回路２１３から構成されている。ゲート電圧供給回路２１１は、インタフェース回
路１１４から供給されるタイミング信号に応じてゲート線１３３毎にゲート電圧を生成し
、スイッチ回路２１２に供給する。また、ゲート電圧供給回路２１１は、スイッチ回路２
１２にスイッチング制御信号を供給する。
【００２２】
　スイッチ回路２１２は、ゲート線駆動回路１１２からのスイッチング制御信号によりス
イッチングされる。スイッチ回路２１２は、例えば、所定ラインＬg1にゲート線駆動回路
１１２の出力が供給されているときには、隣接するラインＬg2にゲート線駆動回路１１２
の出力をレベルシフト回路２１３でレベルシフトしたゲート電圧が印加されるように、切
換制御されている。
【００２３】
　このとき、ゲート電圧供給回路２１１で生成されるゲート電圧Ｖgであり、レベルシフ
ト回路２１３はゲート電圧供給回路２１１で生成されるゲート電圧Ｖgをゲート電圧Ｖg’
にレベルシフトする。このとき、例えば、ゲート電圧供給回路２１１で生成されるゲート
電圧Ｖgの基底電圧Ｖglが－７．５Ｖであるとすると、レベルシフト回路２１３は、ゲー
ト電圧Ｖgの基底電圧Ｖglを２．１Ｖシフトアップした、－５．１Ｖのゲート電圧Ｖg’を
出力する。
【００２４】
　図４はＴＦＴ１３２の動作特性図を示す。図４（Ａ）は第１の液晶駆動状態、図４（Ｂ
）は第２の液晶駆動状態を示している。なお、図４において、実線はゲート電圧Ｖg、破
線はソース電圧Ｖs、一点鎖線はドレイン電圧Ｖd、二点鎖線は共通電極１４２に印加され
るコモン電圧Ｖcomを示している。
【００２５】
　本実施例のゲート線駆動回路１１２では、ＴＦＴ１３２のゲート電圧を第１の液晶駆動
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液晶駆動状態では図４（Ｂ）に示すようにゲート電圧Ｖg’＝略＋１５～－２．５Ｖで駆
動する。これにより、ＴＦＴ１３２を駆動することにより図４（Ａ）に示す第１の液晶駆
動状態におけるゲート電圧Ｖgの基底電圧Ｖglとドレイン電圧Ｖdの基底電圧Ｖdlと電圧の
差（２．３Ｖ）に対して図４（Ｂ）に示す第２の液晶駆動状態におけるゲート電圧Ｖg’
の基底電圧Ｖgl’とソース電圧Ｖsの基底電圧Ｖslとの電圧の差（２．５Ｖ）にでき、第
１の液晶駆動状態と第２の液晶駆動状態とで電圧の差を略０．２Ｖに近似させることがで
きる。これにより、第２の液晶駆動状態におけるオフ電流を低減できる。また、第１の液
晶駆動状態と第２の液晶駆動状態とでオフ電流の差を低減できる。したがって、フリッカ
を小さくできる。
【００２６】
　図５は表示階調に対するＴＦＴ１３２のオフ電流の特性を示す図である。同図中、実線
、破線は本実施例のゲート線駆動回路１１２により駆動したときの第１の液晶駆動状態と
第２の液晶駆動状態での階調に対するオフ電流Ｉoffの差ΔＩoff、一点鎖線、二点鎖線は
ゲート電圧Ｖgの基底電圧Ｖgl、Ｖgl’を－７．５Ｖに固定としたときの第１の液晶駆動
状態と第２の液晶駆動状態でのオフ電流Ｉoffの差ΔＩoffの特性を示している。
【００２７】
　図５に示すように本実施例のゲート線駆動回路１１２によりゲート線１３３を駆動する
ことにより、第１の液晶駆動状態と第２の液晶駆動状態とでのＴＦＴ１３２のオフ電流Ｉ
offの差ΔＩoffを小さくできることがわかる。
【００２８】
　このように、本実施例によれば、ＴＦＴのゲート電圧をＴＦＴの駆動極性に応じて切り
換えることにより、第１の液晶駆動状態と第２液晶駆動状態とでＴＦＴのオフ時のリーク
電流の差を小さくできるため、フリッカを低減できる。
【００２９】
　また、上記実施例の表示装置１００は、コンピュータ、テレビジョンなどの電子装置に
適用可能である。さらに、本実施例の表示装置１００を搭載した電子装置により情報処理
システムなどを構築することも可能である。
【００３０】
　なお、本発明は上記実施例に限定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲
において種々の変形例が考えられることは言うまでもない。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】本発明の一実施例のシステム構成図である。
【図２】表示部１１１の要部の構成図である。
【図３】ゲート線駆動回路１１２の要部のブロック構成図である。
【図４】ＴＦＴ１３２の動作特性図である。
【図５】表示階調に対するＴＥＴ１３２のオフ電流の特性を示す図である。
【図６】従来のゲート線駆動方法を説明するための図を示す。
【符号の説明】
【００３２】
１００　液晶表示装置
１１１　表示部、１１２　ゲート線駆動回路、１１３　データ線駆動回路
１２１　下部ガラス基板
１３１　画素電極、１３２　ＴＦＴ、１３３　ゲート線、１３４　データ線
１３５　配向膜
１４１　上部ガラス基板、１４２　共通電極、１４３　配向膜
１５１　液晶
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【手続補正書】
【提出日】平成21年3月19日(2009.3.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
画素電極と、画素電極に駆動電圧を印加するトランジスタと、前記トランジスタにゲート
電圧を供給するゲート線駆動回路を含み、前記画素電極に印加する駆動電圧を前記ゲート
線駆動回路によって前記トランジスタを介して反転駆動する表示装置であって、
　前記ゲート線駆動回路は、一方の駆動電圧で前記トランジスタを駆動する第１の駆動状
態と他方の駆動電圧で前記トランジスタを駆動する第２の駆動状態とで、前記ゲート電圧
の電位を異ならせる表示装置。
【請求項２】
前記ゲート線駆動回路は、一方の駆動電圧で前記トランジスタを駆動する第１の駆動状態
と他方の駆動電圧で前記トランジスタを駆動する第２の駆動状態とで前記ゲート電圧の基
底電位を異ならせる請求項１記載の表示装置。
【請求項３】
前記ゲート線駆動回路は、前記一方の駆動電圧で前記トランジスタを駆動する一方のゲー
ト電圧を生成するゲート電圧生成回路と、
　前記ゲート電圧生成回路で生成された前記一方のゲート電圧を前記他方の駆動電圧で前
記トランジスタを駆動するゲート電圧にシフトするレベルシフト回路と、
　前記第１の駆動状態で前記ゲート電圧生成回路から出力された前記一方のゲート電圧を
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出力し、前記第２の駆動状態で前記レベルシフト回路でシフトされた前記他方のゲート電
圧を出力するスイッチ回路とを有する請求項１記載の表示装置。
【請求項４】
請求項１乃至３のいずれか一項記載の表示装置を含む電子装置。
【請求項５】
請求項３記載の電子装置を含むシステム。
 
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示装置、電子装置、システムに係り、特に、画素電極と、画素電極に駆動
電圧を印加するトランジスタと、トランジスタにゲート電圧を供給するゲート線駆動回路
を含み、画素電極に印加する駆動電圧をゲート線駆動回路によってトランジスタを介して
反転駆動する表示装置、電子装置、システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　薄型、低消費電力の観点から、コンピュータ、携帯電話などの表示装置として液晶表示
装置が用いられている。
【０００３】
　画素電極への電圧の印加をＴＦＴ（thin film transistor）を用いたアクティブマトリ
ックス方式の液晶表示装置では、画素電極とデータ線との間にＴＦＴを配置し、ゲート線
によりＴＦＴをスイッチングして、データ線に印加された電圧を画素電極に供給している
（例えば、特許文献１参照）。
【０００４】
　液晶表示装置では、寿命を延ばすため、液晶が一方向にだけ旋回しないように画素電極
とコモン電極との間に印加される電圧を、例えば、フレーム毎に反転させ、液晶に印加す
る電圧をフレーム毎に反転させている。また、このとき、例えば、同じフレームで、ライ
ン毎に反対の電圧が液晶に印加されるように制御している。
【０００５】
　図６は従来のゲート線駆動方法の一例を説明するための図を示す。図６（Ａ）は第１の
液晶状態、図６（Ｂ）は第２の駆動状態における画素に印加する電圧を制御するためのＴ
ＦＴのゲート電圧Ｖg、ドレイン電圧Ｖd、ソース電圧Ｖsの状態を示している。
【０００６】
　従来のゲート線駆動方法は、図６に示すようにゲート電圧Ｖgは第１の駆動状態と第２
の駆動状態とによらず固定であった。このため、図６（Ａ）に示す第１の駆動状態におい
てＴＦＴのオフのときにゲート電圧Ｖgが基底電圧Ｖglとなると、ゲート電圧Ｖgの基底電
圧Ｖglとドレイン電圧Ｖdとの差は２．３Ｖであるが、図６（Ｂ）に示す第２の駆動状態
においてＴＦＴのオフのときにゲート電圧Ｖgが基底電圧Ｖglとなると、ゲート電圧Ｖgの
基底電圧Ｖglとソース電圧Ｖsとの差が７．５Ｖに拡大する。これによって、第１の駆動
状態と第２の駆動状態とでＴＦＴのオフ電流Ｉoffに差が生じる。
第１の駆動状態と第２の駆動状態とでＴＦＴのオフ電流Ｉoffの差が液晶表示装置の画質
を劣化させる原因の一つであり、画面をちらつかせる原因であるフリッカという現象が発
生していた。
【特許文献１】特開２００７－１８８０７９号公報
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【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は上記の点に鑑みてなされたもので、フリッカを低減できる表示装置、電子装置
、システムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、画素電極と、画素電極に駆動電圧を印加するトランジスタと、トランジスタ
にゲート電圧を供給するゲート線駆動回路を含み、画素電極に印加する駆動電圧をゲート
線駆動回路によってトランジスタを介して反転駆動する表示装置であって、ゲート線駆動
回路は一方の駆動電圧でトランジスタを駆動する第１の駆動状態と他方の駆動電圧でトラ
ンジスタを駆動される第２の駆動状態とで前記ゲート電圧の電位を異ならせることを特徴
とする。
【０００９】
　また、ゲート駆動回路は、一方の駆動電圧でトランジスタを駆動する第１の駆動状態と
他方の駆動電圧でトランジスタを駆動される第２の駆動状態とでゲート電圧の基底の電位
を異ならせることを特徴とする。
　さらに、前記ゲート線駆動回路は、前記一方の駆動電圧で前記トランジスタを駆動する
一方のゲート電圧を生成するゲート電圧生成回路と、
　前記ゲート電圧生成回路で生成された前記一方のゲート電圧を前記他方の駆動電圧で前
記トランジスタを駆動するゲート電圧にシフトするレベルシフト回路と、
　前記第１の駆動状態で前記ゲート電圧生成回路から出力された前記一方のゲート電圧を
出力し、前記第２の駆動状態で前記レベルシフト回路でシフトされた前記他方のゲート電
圧を出力するスイッチ回路とを有する。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、画素電極に駆動電圧を印加するトランジスタのゲート電圧の上位電位
又は基底電位を、一方の駆動電圧でトランジスタを駆動する第１の駆動状態と他方の駆動
電圧でトランジスタを駆動される第２の駆動状態とで異ならせることにより、第１の駆動
状態と第２の駆動状態とで、トランジスタのゲート－ソース間電圧、あるいは、ゲート－
ドレイン間電圧の変動を小さくでき、よって、フリッカを低減できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　図１は本発明の一実施例のシステム構成図を示す。
【００１２】
　本実施例では表示装置として液晶表示装置１００を例に説明を行う。
【００１３】
　液晶表示装置１００は、アクティブマトリクス方式の液晶表示装置であり、表示部１１
１、ゲート線駆動回路１１２、データ線駆動回路１１３、インタフェース回路１１４を含
む構成とされる。
【００１４】
　図２は表示部１１１の要部の構成図を示す。
【００１５】
　表示部１１１は、下部ガラス基１２１上に直接、あるいは、保護膜などを介して画素電
極１３１、ＴＦＴ（thin film transistor）１３２、ゲート線１３３、データ線１３４が
マトリクス状に形成されている。更に、画素電極１３１、ＴＦＴ１３２、ゲート線１３３
、データ線１３４は、配向膜１３５により覆われている。配向膜１３５は、図示しないス
ペーサを介して上部ガラス基板１４１に対向する。
【００１６】
　上部ガラス基板１４１には、下部ガラス基板１２１に対向する面に共通電極１４２、配
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向膜１４３が略全面に亘って形成されている。下部ガラス基板１２１と上部ガラス基板１
４１との間に液晶１５１が封入される。
【００１７】
　ＴＦＴ１３２は、ゲート線１３３にゲート線駆動回路１２３から供給されるゲート電圧
に応じてスイッチングする、ＴＦＴ１３２がオンすることにより、データ線１３４の電圧
が画素電極１３１に印加される。画素電極１３１に印加される駆動電圧によって、画素電
極１３１と共通電極１４２との電位差に応じて液晶１５１の配列が変化して、光学的特性
が変化する。これによって、画素表現を行っている。
【００１８】
　ゲート線駆動回路１１２は、ゲート線１３３を介してＴＦＴ１３２のゲートに接続され
ており、ＴＦＴ２２２をスイッチングする。このとき、ゲート線駆動回路１１２は、ＴＦ
Ｔ２２２を介して画素電極１３１に印加する駆動電圧を、例えば、フレーム毎に極性を反
転して駆動している。
【００１９】
　図３はゲート線駆動回路１１２のブロック構成図を示す。
【００２０】
　ゲート線駆動回路１１２は、ゲート電圧生成回路２１１、スイッチ回路２１２、レベル
シフト回路２１３から構成されている。ゲート電圧生成回路２１１は、インタフェース回
路１１４から供給されるタイミング信号に応じてゲート線１３３毎に一方のゲート電圧Ｖ
gを生成し、スイッチ回路２１２に供給する。また、ゲート電圧生成回路２１１は、スイ
ッチ回路２１２にスイッチング制御信号を供給する。
【００２１】
　スイッチ回路２１２は、ゲート線駆動回路１１２からのスイッチング制御信号によりス
イッチングされる。スイッチ回路２１２は、例えば、所定ラインＬg1にゲート線駆動回路
１１２の出力が供給されているときには、隣接するラインＬg2にゲート線駆動回路１１２
の出力をレベルシフト回路２１３でレベルシフトした他方のゲート電圧Ｖg’が印加され
るように、切換制御されている。
【００２２】
　このとき、ゲート電圧生成回路２１１で生成される一方のゲート電圧Ｖgであり、レベ
ルシフト回路２１３はゲート電圧生成回路２１１で生成される一方のゲート電圧Ｖgを、
他方のゲート電圧Ｖg’にレベルシフトする。このとき、例えば、ゲート電圧生成回路２
１１で生成される一方のゲート電圧Ｖgの基底電圧Ｖglが－７．５Ｖであるとすると、レ
ベルシフト回路２１３は、ゲート電圧Ｖgの基底電圧Ｖglを２．４Ｖシフトアップした、
－５．１Ｖの他方のゲート電圧Ｖg’を出力する。
【００２３】
　図４はＴＦＴ１３２の動作特性図を示す。図４（Ａ）は第１の駆動状態、図４（Ｂ）は
第２の駆動状態を示している。なお、図４において、実線はゲート電圧Ｖg、破線はソー
ス電圧Ｖs、一点鎖線はドレイン電圧Ｖd、二点鎖線は共通電極１４２に印加されるコモン
電圧Ｖcomを示している。
【００２４】
　本実施例のゲート線駆動回路１１２では、ＴＦＴ１３２のゲート電圧を第１の駆動状態
で図４（Ａ）に示すようにゲート電圧Ｖg＝略＋１０～－７．５Ｖで駆動し、第２の駆動
状態では図４（Ｂ）に示すようにゲート電圧Ｖg’＝略＋１５～－２．５Ｖで駆動する。
これにより、ＴＦＴ１３２を駆動することにより図４（Ａ）に示す第１の駆動状態におけ
るゲート電圧Ｖgの基底電圧Ｖglとドレイン電圧Ｖdの基底電圧Ｖdlと電圧の差（２．３Ｖ
）に対して図４（Ｂ）に示す第２の駆動状態におけるゲート電圧Ｖg’の基底電圧Ｖgl’
とソース電圧Ｖsの基底電圧Ｖslとの電圧の差（２．５Ｖ）にでき、第１の駆動状態と第
２の駆動状態とで電圧の差を略０．２Ｖに近似させることができる。これにより、第２の
駆動状態におけるオフ電流を低減できる。また、第１の駆動状態と第２の駆動状態とでオ
フ電流の差を低減できる。したがって、フリッカを小さくできる。
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【００２５】
　図５は表示階調に対するＴＦＴ１３２のオフ電流の特性を示す図である。同図中、実線
、破線は本実施例のゲート線駆動回路１１２により駆動したときの第１の駆動状態と第２
の駆動状態での階調に対するオフ電流Ｉoffの差ΔＩoff、一点鎖線、二点鎖線はゲート電
圧Ｖgの基底電圧Ｖgl、Ｖgl’を－７．５Ｖに固定としたときの第１の駆動状態と第２の
駆動状態でのオフ電流Ｉoffの差ΔＩoffの特性を示している。
【００２６】
　図５に示すように本実施例のゲート線駆動回路１１２によりゲート線１３３を駆動する
ことにより、第１の駆動状態と第２の駆動状態とでのＴＦＴ１３２のオフ電流Ｉoffの差
ΔＩoffを小さくできることがわかる。
【００２７】
　このように、本実施例によれば、ＴＦＴ１３２のゲート電圧Ｖg、Ｖg’の基底電圧Ｖgl
、Ｖgl’をＴＦＴ１３２の駆動極性に応じて切り換えることにより、第１の駆動状態と第
２の駆動状態とでＴＦＴ１３２のオフ時のリーク電流の差を小さくできるため、フリッカ
を低減できる。
【００２８】
　また、上記実施例の表示装置１００は、コンピュータ、テレビジョンなどの電子装置に
適用可能である。さらに、本実施例の表示装置１００を搭載した電子装置により情報処理
システムなどを構築することも可能である。
　なお、本発明は上記実施例に限定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲
において種々の変形例が考えられることは言うまでもない。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】本発明の一実施例のシステム構成図である。
【図２】表示部１１１の要部の構成図である。
【図３】ゲート線駆動回路１１２の要部のブロック構成図である。
【図４】ＴＦＴ１３２の動作特性図である。
【図５】表示階調に対するＴＥＴ１３２のオフ電流の特性を示す図である。
【図６】従来のゲート線駆動方法を説明するための図を示す。
【符号の説明】
【００３０】
１００　液晶表示装置
１１１　表示部、１１２　ゲート線駆動回路、１１３　データ線駆動回路
１２１　下部ガラス基板
１３１　画素電極、１３２　ＴＦＴ、１３３　ゲート線、１３４　データ線
１３５　配向膜
１４１　上部ガラス基板、１４２　共通電極、１４３　配向膜
１５１　液晶
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